
〈関東大震災 100 年〉
関連書目のご案内

本年（2023 年）9月 1日、関東大震災の発生から 100 年を迎えます。
死者・行方不明者は推定 10 万 5,000 人とされるこの未曾有の災害は、その直接
的な被害だけでなく直後に発生した虐殺事件やその後の災害復興の在り方等、現
在に至るまで大きな影響を残しています。
節目となる年を迎え、弊社でも『中国・朝鮮人の関東大震災』『平成災害復興誌』
の 2点の新刊を刊行いたします。
それぞれの書目を中心とした関連書目リスト（人文書エリアでの展開を想定した
【関東大震災 100 年から考える近現代史】と理工書エリアでの展開を想定した【関
東大震災 100 年から考える現代の防災】）を以下にご提案いたしますので、お店
の特設コーナーやフェア棚作りにぜひご活用ください！

◉【関東大震災 100年から考える近現代史】　※太字は弊社書籍
書名 著者 出版社 刊行年

1 中国・朝鮮人の関東大震災　※ 8月新刊 武藤秀太郎 【著】 慶應義塾大学出版会 2023
2 関東大震災がつくった東京 武村雅之【著】 中公選書 2023

3 福田村事件 辻野弥生【著】 五月書房新社 2023

4 九月、東京の路上で 加藤直樹 【著】 ころから 2014

5 災害の日本近代史（7月刊予定） 土田宏成 【著】 中公新書 2023

6 〈普及版〉関東大震災朝鮮人虐殺の記録 西崎雅夫【編著】 現代書館 2020

7 新装版 関東大震災 吉村昭【著】 文春文庫 2004

8 震災復興 後藤新平の 120日 後藤新平研究会【編著】 藤原書店 2011

9 震災と死者 北原糸子【著】 筑摩選書 2021

10 関東大震災と鉄道（7月刊予定） 内田宗治【著】 ちくま文庫 2023

◉【関東大震災 100年から考える現代の防災】　※太字は弊社書籍
　　  ※当社書籍『災害復興法学』『災害復興法学Ⅱ』は同封注文書よりご注文を承ります。

書名 著者 出版社 刊行年

1 平成災害復興誌　※ 8月新刊 牧紀男【著】 慶應義塾大学出版会 2023
2 災害の住宅誌 牧紀男【著】 鹿島出版会 2011

3 復興の防災計画 牧紀男【著】 鹿島出版会 2013

4 災害復興法学 岡本正【著】 慶應義塾大学出版会 2014
5 災害復興法学 II 岡本正【著】 慶應義塾大学出版会 2018
6 復興デザインスタジオ 東京大学復興デザイン研究体【編】 東京大学出版会 2017

7 「三陸津波」と集落再編 岡村健太郎【著】 鹿島出版会 2017

8 津波のあいだ、生きられた村 饗庭伸ほか【著】／山岸剛【写真】 鹿島出版会 2019

9 震災復興はどう引き継がれたか 北原糸子【著】 藤原書店 2023

10 地方社会の災害復興と持続可能性 野坂真【著】 晃洋書房 2023

11 都市防災がわかる本 防災リスク管理研究会【編】 彰国社 2022


